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災
害
時
の
協
力
体
制
強
化
理
＝

日
本
防
災
士
会
県
支
部
は
１５
日
、

県
と
防
災
に
関
す
る
相
互
協
力
協
定

を
結
ん
だ
。
災
害
時
に
支
部
加
盟
の

防
災
士
が
避
難
所
運
営
の
リ
ー
ダ
ー

を
担
う
な
ど

，
防
災
体
制
や
災
害
対

応
を
強
化
す
る
一

支
部
に
は
防
災
±
５‐
人
が
加
盟
。

県
の
防
災
訓
練

へ
の
参
加
な
ど
従
来

の
活
動
に
加
え
ヽ
災
害
発
生
時
に
は

県
民
の
避
難
誘
導
や
避
難
所
運
営
を

援
助
す
る
。
県
に
よ
る
と
、
防
災
士

会
の
地
域
支
部
と
県
と
の
協
定
締
結

は
東
北
初
。
　
　
　
　
　
´

締
結
式
は
県
庁
で
行
い
、
長
谷
川

協
定
書
を
交
わ
す
長
谷
川
部
長
〇
と

藁
谷
支
部
長
　
　
・

哲
也
県
生
活
環
境
部
長
と
藁
谷
俊
史

同
支
部
長
が
協
定
書
を
交
わ
し
た
。

藁
谷
支
部
長
は

「
県
民
と
自
治
体
と

の
懸
け
橋
と
な
り
い
職
場
や
家
庭
、

地
域
で
助
け
合
い
の
で
き
る
県
を
目

指
す
」
と
述
べ
た
。
　
　
　
　
　
い

県
に
よ
る
と
ヽ
本
県
の
防
災
士
は

震
災
後
、
２
０
１
１

（平
成
２３
）
年

度
末
６
２

‐５
人
、

１２
年
度
末
６
７
８

人
、

１３
年
度
末
３
９
４
人
と
増
加
傾

向
に
あ
る
。
さ
ら
に
県
は
、
養
成
講
座

の
研
修
費
用
を
全
額
補
助
し
ヽ
１３
ヽ

‐４
年
度
で
市
町
村
職
員
な
ど
約
３
０

０
人
の
防
災
士
を
増
や
す
計
画
だ
。

今
後
も
、
防
災
士
の
資
格
取
得
者
に

同
支
部

へ
の
加
入
を
呼
び
掛
け
る
な

ど
、
地
域
防
災
の
向
上
に
力
を
入
れ

る
。
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
‐


